2026年05月
2026年5月3日　復活節第５主日　(白)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 唯一の道
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 7:55～60(新227)

第2朗読　1ペトロ 2: 2～10(新429)

福 音 書　ヨハネ 14: 1～14(新196)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌
324　ただ神をのぞみて
345　道なるわが主の
198　主よめぐみもて
参考
21-192　主イェス・キリストはわれらの道
21-498　道、真理、命
21-414　せかいの友と
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of.31　詩編31:2-6,16-17(旧861)
主よ、御もとに身を寄せます。

　　とこしえに恥に落とすことなく、恵みの御業によってわたしを助けてください。

あなたの耳をわたしに傾け、急いでわたしを救い出してください。

　　砦の岩、城塞となってお救いください。

あなたはわたしの大岩、わたしの砦。

　　御名にふさわしく、わたしを守り導き、隠された網に落ちたわたしを引き出してください。あなたはわたしの砦。

まことの神、主よ、御手にわたしの霊をゆだねます。

　　わたしを贖ってください。

わたしにふさわしいときに、御手をもって、追い迫る者、敵の手から助け出してください。

　　あなたの僕に御顔の光を注ぎ、慈しみ深く、わたしをお救いください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

祈り
全能の神様。御子イエス・キリストは道であり、真理であり、いのちです。私たちが互いに愛し合い、主の戒めの道を歩んで、御子の復活の命を世界中の人々と分かち合ことができるように恵みを与えてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。あなたはいのちであり、あなたは永遠に生きて治められます。私たちを御国へ招くために、あなたがお遣わしになった御子イエス・キリストを信じる信仰を私たちにお与えください。（あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、）道であり、真理であり、いのちである主、イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 7:55～60(新227)
55ステファノは聖霊に満たされ、天を見つめ、神の栄光と神の右に立っておられるイエスとを見て、 56「天が開いて、人の子が神の右に立っておられるのが見える」と言った。 57人々は大声で叫びながら耳を手でふさぎ、ステファノ目がけて一斉に襲いかかり、 58都の外に引きずり出して石を投げ始めた。証人たちは、自分の着ている物をサウロという若者の足もとに置いた。 59人々が石を投げつけている間、ステファノは主に呼びかけて、「主イエスよ、わたしの霊をお受けください」と言った。 60それから、ひざまずいて、「主よ、この罪を彼らに負わせないでください」と大声で叫んだ。ステファノはこう言って、眠りについた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　1ペトロ 2: 2～10(新429)
2生まれたばかりの乳飲み子のように、混じりけのない霊の乳を慕い求めなさい。これを飲んで成長し、救われるようになるためです。 3あなたがたは、主が恵み深い方だということを味わいました。 4この主のもとに来なさい。主は、人々からは見捨てられたのですが、神にとっては選ばれた、尊い、生きた石なのです。 5あなたがた自身も生きた石として用いられ、霊的な家に造り上げられるようにしなさい。そして聖なる祭司となって神に喜ばれる霊的ないけにえを、イエス・キリストを通して献げなさい。 6聖書にこう書いてあるからです。
「見よ、わたしは、選ばれた尊いかなめ石を、シオンに置く。これを信じる者は、決して失望することはない。」
7従って、この石は、信じているあなたがたには掛けがえのないものですが、信じない者たちにとっては、
「家を建てる者の捨てた石、これが隅の親石となった」
のであり、 8また、
「つまずきの石、妨げの岩」
なのです。彼らは御言葉を信じないのでつまずくのですが、実は、そうなるように以前から定められているのです。

9しかし、あなたがたは、選ばれた民、王の系統を引く祭司、聖なる国民、神のものとなった民です。それは、あなたがたを暗闇の中から驚くべき光の中へと招き入れてくださった方の力ある業を、あなたがたが広く伝えるためなのです。 10あなたがたは、
「かつては神の民ではなかったが、今は神の民であり、憐れみを受けなかったが、今は憐れみを受けている」
のです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ヨハネ 14: 1～14(新196)
1「心を騒がせるな。神を信じなさい。そして、わたしをも信じなさい。 2わたしの父の家には住む所がたくさんある。もしなければ、あなたがたのために場所を用意しに行くと言ったであろうか。 3行ってあなたがたのために場所を用意したら、戻って来て、あなたがたをわたしのもとに迎える。こうして、わたしのいる所に、あなたがたもいることになる。 4わたしがどこへ行くのか、その道をあなたがたは知っている。」 5トマスが言った。「主よ、どこへ行かれるのか、わたしたちには分かりません。どうして、その道を知ることができるでしょうか。」 6イエスは言われた。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない。 7あなたがたがわたしを知っているなら、わたしの父をも知ることになる。今から、あなたがたは父を知る。いや、既に父を見ている。」 8フィリポが「主よ、わたしたちに御父をお示しください。そうすれば満足できます」と言うと、 9イエスは言われた。「フィリポ、こんなに長い間一緒にいるのに、わたしが分かっていないのか。わたしを見た者は、父を見たのだ。なぜ、『わたしたちに御父をお示しください』と言うのか。 10わたしが父の内におり、父がわたしの内におられることを、信じないのか。わたしがあなたがたに言う言葉は、自分から話しているのではない。わたしの内におられる父が、その業を行っておられるのである。 11わたしが父の内におり、父がわたしの内におられると、わたしが言うのを信じなさい。もしそれを信じないなら、業そのものによって信じなさい。 12はっきり言っておく。わたしを信じる者は、わたしが行う業を行い、また、もっと大きな業を行うようになる。わたしが父のもとへ行くからである。 13わたしの名によって願うことは、何でもかなえてあげよう。こうして、父は子によって栄光をお受けになる。 14わたしの名によってわたしに何かを願うならば、わたしがかなえてあげよう。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ヨハネ14：6
イエスは言われた。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない。
2026年5月10日　復活節第６主日　(白)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 弁護者である聖霊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 17:22～31(新248)

第2朗読　1ペトロ 3:13～22(新432)

福 音 書　ヨハネ 14:15～21(新197)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌
101　わが霊さめて
115　とうときみ霊よ
388　とうとき血をもて
参考
21-381.382　力に満ちたる
21-437　行けども行けども
新聖歌330　幸い薄く見ゆる日に
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of.66　詩編66:8-20(旧898)
諸国の民よ、我らの神を祝し、

　　賛美の歌声を響かせよ。

神は我らの魂に命を得させてくださる。

　　我らの足がよろめくのを許されない。

神よ、あなたは我らを試みられた。

　　銀を火で練るように我らを試された。

あなたは我らを網に追い込み、我らの腰に枷をはめ、

　　人が我らを駆り立てることを許された。

我らは火の中、水の中を通ったが、

　　あなたは我らを導き出して豊かな所に置かれた。

わたしは献げ物を携えて神殿に入り、

　　満願の献げ物をささげます。

わたしが苦難の中で唇を開き、この口をもって誓ったように、

　　肥えた獣をささげ、香りと共に雄羊を、雄山羊と共に雄牛を焼き尽くしてささげます。

神を畏れる人は皆、聞くがよい。

　　わたしに成し遂げてくださったことを物語ろう。

神に向かってわたしの口は声をあげ、

　　わたしは舌をもってあがめます。

わたしが心に悪事を見ているなら、

　　主は聞いてくださらないでしょう。

しかし、神はわたしの祈る声に耳を傾け、

　　聞き入れてくださいました。

神をたたえよ。

　　神はわたしの祈りを退けることなく、慈しみを拒まれませんでした。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

祈り
永遠に生きておられる全能の神様。あなたは天と地のすべてを一つに結びあわせてくださいます。豊かな憐れみによって、あなたのすべての子どもたちの祈りを聞き入れ、全世界に真理と平和の聖霊を授けてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。万物（すべてのもの）の創造者（創り主）であるあなただけが、私たちをまことの平安へと導きます。真理の霊によって、あなたを知り、あなたを讃美する喜びで私たちを満たしてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 17:22～31(新248)
22パウロは、アレオパゴスの真ん中に立って言った。「アテネの皆さん、あらゆる点においてあなたがたが信仰のあつい方であることを、わたしは認めます。 23道を歩きながら、あなたがたが拝むいろいろなものを見ていると、『知られざる神に』と刻まれている祭壇さえ見つけたからです。それで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、それをわたしはお知らせしましょう。 24世界とその中の万物とを造られた神が、その方です。この神は天地の主ですから、手で造った神殿などにはお住みになりません。 25また、何か足りないことでもあるかのように、人の手によって仕えてもらう必要もありません。すべての人に命と息と、その他すべてのものを与えてくださるのは、この神だからです。 26神は、一人の人からすべての民族を造り出して、地上の至るところに住まわせ、季節を決め、彼らの居住地の境界をお決めになりました。 27これは、人に神を求めさせるためであり、また、彼らが探し求めさえすれば、神を見いだすことができるようにということなのです。実際、神はわたしたち一人一人から遠く離れてはおられません。 28皆さんのうちのある詩人たちも、

『我らは神の中に生き、動き、存在する』

『我らもその子孫である』と、

言っているとおりです。 29わたしたちは神の子孫なのですから、神である方を、人間の技や考えで造った金、銀、石などの像と同じものと考えてはなりません。 30さて、神はこのような無知な時代を、大目に見てくださいましたが、今はどこにいる人でも皆悔い改めるようにと、命じておられます。 31それは、先にお選びになった一人の方によって、この世を正しく裁く日をお決めになったからです。神はこの方を死者の中から復活させて、すべての人にそのことの確証をお与えになったのです。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　1ペトロ 3:13～22(新432)
13もし、善いことに熱心であるなら、だれがあなたがたに害を加えるでしょう。 14しかし、義のために苦しみを受けるのであれば、幸いです。人々を恐れたり、心を乱したりしてはいけません。 15心の中でキリストを主とあがめなさい。あなたがたの抱いている希望について説明を要求する人には、いつでも弁明できるように備えていなさい。 16それも、穏やかに、敬意をもって、正しい良心で、弁明するようにしなさい。そうすれば、キリストに結ばれたあなたがたの善い生活をののしる者たちは、悪口を言ったことで恥じ入るようになるのです。 17神の御心によるのであれば、善を行って苦しむ方が、悪を行って苦しむよりはよい。 18キリストも、罪のためにただ一度苦しまれました。正しい方が、正しくない者たちのために苦しまれたのです。あなたがたを神のもとへ導くためです。キリストは、肉では死に渡されましたが、霊では生きる者とされたのです。 19そして、霊においてキリストは、捕らわれていた霊たちのところへ行って宣教されました。 20この霊たちは、ノアの時代に箱舟が作られていた間、神が忍耐して待っておられたのに従わなかった者です。この箱舟に乗り込んだ数人、すなわち八人だけが水の中を通って救われました。 21この水で前もって表された洗礼は、今やイエス・キリストの復活によってあなたがたをも救うのです。洗礼は、肉の汚れを取り除くことではなくて、神に正しい良心を願い求めることです。 22キリストは、天に上って神の右におられます。天使、また権威や勢力は、キリストの支配に服しているのです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ヨハネ 14:15～21(新197)
15「あなたがたは、わたしを愛しているならば、わたしの掟を守る。 16わたしは父にお願いしよう。父は別の弁護者を遣わして、永遠にあなたがたと一緒にいるようにしてくださる。 17この方は、真理の霊である。世は、この霊を見ようとも知ろうともしないので、受け入れることができない。しかし、あなたがたはこの霊を知っている。この霊があなたがたと共におり、これからも、あなたがたの内にいるからである。 18わたしは、あなたがたをみなしごにはしておかない。あなたがたのところに戻って来る。 19しばらくすると、世はもうわたしを見なくなるが、あなたがたはわたしを見る。わたしが生きているので、あなたがたも生きることになる。 20かの日には、わたしが父の内におり、あなたがたがわたしの内におり、わたしもあなたがたの内にいることが、あなたがたに分かる。 21わたしの掟を受け入れ、それを守る人は、わたしを愛する者である。わたしを愛する人は、わたしの父に愛される。わたしもその人を愛して、その人にわたし自身を現す。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ヨハネ14:18
わたしは、あなたがたをみなしごにはしておかない。あなたがたのところに戻って来る。
2026年5月14日(木)　主の昇天（白／金）
《5月17日に振替可。その場合は以下の情報を用いる。》
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 主の昇天
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 1: 1～11(新213)
第2朗読　エフェソ 1:15～23(新352)
福 音 書　ルカ 24:44～53(新161)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌
170　主をあがめたたえよ
113　みさかえのうたを
210　み霊よいま目さめ
参考
教会289　すべてのひとに
21-337　たたえよ、この日
21-564　イェスは委ねられる
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of.４７または９３
詩編47
すべての民よ、手を打ち鳴らせ。神に向かって喜び歌い、叫びをあげよ。

　　主はいと高き神、畏るべき方。全地を支配される偉大な王。

諸国の民を我らに従わせ、国々を我らの足もとに置かれた。

　　我らのために嗣業を選び、愛するヤコブの誇りとされた。

神は歓呼の中を上られる。主は角笛の響きと共に上られる。

　　歌え、神に向かって歌え。歌え、我らの王に向かって歌え。

神は全地の王。ほめ歌をうたって、告げ知らせよ。

　　神は諸国の上に王として支配される。神は聖なる王座に着いておられる。

諸国の民から自由な人々が集められ、アブラハムの神の民となる。

　　地の盾となる人々は神のもの。神は大いにあがめられる。
詩編93
主こそ王。威厳を衣とし、力を衣とし、身に帯びられる。

　　世界は固く据えられ、決して揺らぐことはない。

み座はいにしえより固く据えられ、

　　あなたはとこしえの昔から座しておられます。

主よ、潮は高鳴り、潮は声をあげる。

　　潮はうち寄せ、響きわたる。

大水のとどろく声よりも力強く海に砕け散る波。

　　さらに力強く、高くいます主。

主よ、あなたの定めは確かであり、

　　日の続く限り、あなたの神殿に尊厳はふさわしい。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

祈り
全能の神様。御子は天に迎えられ、御前で私たちのために執り成してくださっています。全世界のための私たちの祈りを聞き、終わりの時に万物をあなたの栄光へと導いてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。あなたのみわざは、すべて時にかなっています。御子の昇天によって届けられた喜びで、私たちを満たし、福音を力強く宣べ伝えることができるようにしてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 1: 1～11(新213)
1-2テオフィロさま、わたしは先に第一巻を著して、イエスが行い、また教え始めてから、お選びになった使徒たちに聖霊を通して指図を与え、天に上げられた日までのすべてのことについて書き記しました。

3イエスは苦難を受けた後、御自分が生きていることを、数多くの証拠をもって使徒たちに示し、四十日にわたって彼らに現れ、神の国について話された。 4そして、彼らと食事を共にしていたとき、こう命じられた。「エルサレムを離れず、前にわたしから聞いた、父の約束されたものを待ちなさい。 5ヨハネは水で洗礼を授けたが、あなたがたは間もなく聖霊による洗礼を授けられるからである。」

6さて、使徒たちは集まって、「主よ、イスラエルのために国を建て直してくださるのは、この時ですか」と尋ねた。 7イエスは言われた。「父が御自分の権威をもってお定めになった時や時期は、あなたがたの知るところではない。 8あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」 9こう話し終わると、イエスは彼らが見ているうちに天に上げられたが、雲に覆われて彼らの目から見えなくなった。 10イエスが離れ去って行かれるとき、彼らは天を見つめていた。すると、白い服を着た二人の人がそばに立って、 11言った。「ガリラヤの人たち、なぜ天を見上げて立っているのか。あなたがたから離れて天に上げられたイエスは、天に行かれるのをあなたがたが見たのと同じ有様で、またおいでになる。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　エフェソ 1:15～23(新352)
15こういうわけで、わたしも、あなたがたが主イエスを信じ、すべての聖なる者たちを愛していることを聞き、 16祈りの度に、あなたがたのことを思い起こし、絶えず感謝しています。 17どうか、わたしたちの主イエス・キリストの神、栄光の源である御父が、あなたがたに知恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、 18心の目を開いてくださるように。そして、神の招きによってどのような希望が与えられているか、聖なる者たちの受け継ぐものがどれほど豊かな栄光に輝いているか悟らせてくださるように。 19また、わたしたち信仰者に対して絶大な働きをなさる神の力が、どれほど大きなものであるか、悟らせてくださるように。 20神は、この力をキリストに働かせて、キリストを死者の中から復活させ、天において御自分の右の座に着かせ、 21すべての支配、権威、勢力、主権の上に置き、今の世ばかりでなく、来るべき世にも唱えられるあらゆる名の上に置かれました。 22神はまた、すべてのものをキリストの足もとに従わせ、キリストをすべてのものの上にある頭として教会にお与えになりました。 23教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満ちておられる場です。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ルカ 24:44～53(新161)
44イエスは言われた。「わたしについてモーセの律法と預言者の書と詩編に書いてある事柄は、必ずすべて実現する。これこそ、まだあなたがたと一緒にいたころ、言っておいたことである。」 45そしてイエスは、聖書を悟らせるために彼らの心の目を開いて、 46言われた。「次のように書いてある。『メシアは苦しみを受け、三日目に死者の中から復活する。 47また、罪の赦しを得させる悔い改めが、その名によってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる』と。エルサレムから始めて、 48あなたがたはこれらのことの証人となる。 49わたしは、父が約束されたものをあなたがたに送る。高い所からの力に覆われるまでは、都にとどまっていなさい。」

50イエスは、そこから彼らをベタニアの辺りまで連れて行き、手を上げて祝福された。 51そして、祝福しながら彼らを離れ、天に上げられた。 52彼らはイエスを伏し拝んだ後、大喜びでエルサレムに帰り、 53絶えず神殿の境内にいて、神をほめたたえていた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ルカ24：50＆51
イエスは、そこから彼らをベタニアの辺りまで連れて行き、手を上げて祝福された。そして、祝福しながら彼らを離れ、天に上げられた。
2026年5月17日　復活節第７主日　(白)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : キリストの願い
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 1: 6～14(新213)
第2朗読　1ペトロ 4:12～14; &5: 6～11(新433)
福 音 書　ヨハネ 17: 1～11(新202)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌
98　かがやく主の日に
468　悩みの時にも
438　み子の愛に
参考
教会371　いつくしみ深い
21-464(教団534)　ほめたたえよう
21-539(教団375詞)　見よ、闇の力
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of.68　詩編68:2-11,33-36(旧899)
神は立ち上がり、敵を散らされる。

　　神を憎む者は御前から逃げ去る。

煙は必ず吹き払われ、蝋は火の前に溶ける。

　　神に逆らう者は必ず御前に滅び去る。

神に従う人は誇らかに喜び祝い、御前に喜び祝って楽しむ。

　　神に向かって歌え、御名をほめ歌え。

雲を駆って進む方に道を備えよ。

　　その名を主と呼ぶ方の御前に喜び勇め。

神は聖なる宮にいます。

　　みなしごの父となり、やもめの訴えを取り上げてくださる。

神は孤独な人に身を寄せる家を与え、捕われ人を導き出して清い所に住ませてくださる。

　　背く者は焼けつく地に住まねばならない。

神よ、あなたが民を導き出し、荒れ果てた地を行進されたとき、

　　地は震え、天は雨を滴らせた。

シナイにいます神の御前に。

　　神、イスラエルの神の御前に。

神よ、あなたは豊かに雨を賜り、あなたの衰えていた嗣業を固く立てて、あなたの民の群れをその地に住ませてくださった。

　　恵み深い神よ、あなたは貧しい人にその地を備えられた。

地の王国よ、共に神に向かって歌い、主にほめ歌をうたえ。いにしえよりの高い天を駆って進む方に。

　　神は御声を、力強い御声を発せられる。

力を神に帰せよ。

　　神の威光はイスラエルの上にあり、神の威力は雲の彼方にある。

神よ、あなたは聖所にいまし、恐るべき方。

　　イスラエルの神は御自分の民に力と権威を賜る。神をたたえよ。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

祈り
栄光の神様。御子イエス・キリストは私たちのために苦しみを受け、あなたの右に昇られました。私たちが苦しみの時も喜びの時もキリストとひとつに結ばれて、世界をあなたの慈しみ深い臨在のもとに置いてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。天地創造の前から輝くあなたの栄光は、御子を通して私たちに顕されました。すべてのものがあなたのみわざをほめたたえるために、宣教する教会を（または、教会の宣教を）力づけてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 1: 6～14(新213)
6さて、使徒たちは集まって、「主よ、イスラエルのために国を建て直してくださるのは、この時ですか」と尋ねた。 7イエスは言われた。「父が御自分の権威をもってお定めになった時や時期は、あなたがたの知るところではない。 8あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」 9こう話し終わると、イエスは彼らが見ているうちに天に上げられたが、雲に覆われて彼らの目から見えなくなった。 10イエスが離れ去って行かれるとき、彼らは天を見つめていた。すると、白い服を着た二人の人がそばに立って、 11言った。「ガリラヤの人たち、なぜ天を見上げて立っているのか。あなたがたから離れて天に上げられたイエスは、天に行かれるのをあなたがたが見たのと同じ有様で、またおいでになる。」

12使徒たちは、「オリーブ畑」と呼ばれる山からエルサレムに戻って来た。この山はエルサレムに近く、安息日にも歩くことが許される距離の所にある。 13彼らは都に入ると、泊まっていた家の上の部屋に上がった。それは、ペトロ、ヨハネ、ヤコブ、アンデレ、フィリポ、トマス、バルトロマイ、マタイ、アルファイの子ヤコブ、熱心党のシモン、ヤコブの子ユダであった。 14彼らは皆、婦人たちやイエスの母マリア、またイエスの兄弟たちと心を合わせて熱心に祈っていた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　1ペトロ 4:12～14; &5: 6～11(新433)
4:12愛する人たち、あなたがたを試みるために身にふりかかる火のような試練を、何か思いがけないことが生じたかのように、驚き怪しんではなりません。 13むしろ、キリストの苦しみにあずかればあずかるほど喜びなさい。それは、キリストの栄光が現れるときにも、喜びに満ちあふれるためです。 14あなたがたはキリストの名のために非難されるなら、幸いです。栄光の霊、すなわち神の霊が、あなたがたの上にとどまってくださるからです。
5: 6だから、神の力強い御手の下で自分を低くしなさい。そうすれば、かの時には高めていただけます。 7思い煩いは、何もかも神にお任せしなさい。神が、あなたがたのことを心にかけていてくださるからです。

8身を慎んで目を覚ましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が、ほえたける獅子のように、だれかを食い尽くそうと探し回っています。 9信仰にしっかり踏みとどまって、悪魔に抵抗しなさい。あなたがたと信仰を同じくする兄弟たちも、この世で同じ苦しみに遭っているのです。それはあなたがたも知っているとおりです。 10しかし、あらゆる恵みの源である神、すなわち、キリスト・イエスを通してあなたがたを永遠の栄光へ招いてくださった神御自身が、しばらくの間苦しんだあなたがたを完全な者とし、強め、力づけ、揺らぐことがないようにしてくださいます。 11力が世々限りなく神にありますように、アーメン。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ヨハネ 17: 1～11(新202)
1イエスはこれらのことを話してから、天を仰いで言われた。「父よ、時が来ました。あなたの子があなたの栄光を現すようになるために、子に栄光を与えてください。 2あなたは子にすべての人を支配する権能をお与えになりました。そのために、子はあなたからゆだねられた人すべてに、永遠の命を与えることができるのです。 3永遠の命とは、唯一のまことの神であられるあなたと、あなたのお遣わしになったイエス・キリストを知ることです。 4わたしは、行うようにとあなたが与えてくださった業を成し遂げて、地上であなたの栄光を現しました。 5父よ、今、御前でわたしに栄光を与えてください。世界が造られる前に、わたしがみもとで持っていたあの栄光を。

6世から選び出してわたしに与えてくださった人々に、わたしは御名を現しました。彼らはあなたのものでしたが、あなたはわたしに与えてくださいました。彼らは、御言葉を守りました。 7わたしに与えてくださったものはみな、あなたからのものであることを、今、彼らは知っています。 8なぜなら、わたしはあなたから受けた言葉を彼らに伝え、彼らはそれを受け入れて、わたしがみもとから出て来たことを本当に知り、あなたがわたしをお遣わしになったことを信じたからです。 9彼らのためにお願いします。世のためではなく、わたしに与えてくださった人々のためにお願いします。彼らはあなたのものだからです。 10わたしのものはすべてあなたのもの、あなたのものはわたしのものです。わたしは彼らによって栄光を受けました。 11わたしは、もはや世にはいません。彼らは世に残りますが、わたしはみもとに参ります。聖なる父よ、わたしに与えてくださった御名によって彼らを守ってください。わたしたちのように、彼らも一つとなるためです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ヨハネ17：11
わたしは、もはや世にはいません。彼らは世に残りますが、わたしはみもとに参ります。聖なる父よ、わたしに与えてくださった御名によって彼らを守ってください。わたしたちのように、彼らも一つとなるためです。
2026年5月24日　聖霊降臨（ペンテコステ）（赤）＊①

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 聖霊によって
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 2: 1～21(新214)
第2朗読　1コリント 12:3b～13(新315)
福 音 書　ヨハネ 20:19～23(新210)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌
119　主のみ霊くだりまし/神の霊よ
124　いのちのみ霊よ
439　みんな　みたまによって
参考
21-207　ほめよ主を
21-345　聖霊の力にあふれ
21-406　聖霊ゆたかに

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of.104　詩編104:24-34,35b(旧941)
主よ、み業はいかにおびただしいことか。あなたはすべてを知恵によって成し遂げられた。

　　地はお造りになったもので満ちている。

同じように、海も大きく豊かで、その中を動きまわる大小の生き物は数知れない。

　　船がそこを行き交い、お造りになったレビヤタンもそこに戯れる。

彼らはすべて、あなたに望みをおき、時に応じて食べ物をくださるのを待っている。

　　あなたがお与えになるものを彼らは集め、み手を開かれると彼らは良い物で満ち足りる。

み顔を隠されれば彼らは恐れ、息吹きを取り上げられると彼らは息絶え、元の塵に帰る。

　　あなたはご自分の息を送って彼らを創造し、地の表を新たにされる。

どうか、主の栄光がとこしえに続くように。

　　主がご自分の業を喜び祝われるように。

主が地を見渡されると地は震え、山は触れられると煙を上げる。

　　命ある限り、わたしは主に向かって歌い、長らえる限り、わたしの神にほめ歌をうたおう。

どうか、わたしの歌がみ心にかなうように。

  　わたしは主に向かって喜び祝おう。

わたしの魂よ、主をたたえよ。

　　主をたたえよ、ハレルヤ。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

祈り
神様。あなたはこの日、あなたを信じる者に聖霊を送って心を開いてくださいます。聖霊の光で導き、私たちが全てにおいて正しく判断し、あなたの平和の内にいつも喜ぶことができるようにしてださい。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。今、私たちは聖霊を求めます。あなたを信じ、あなたをほめ歌い、恵みに満ちたあなたのみこころを伝えるために、私たちに聖霊をお与え下さい。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　使徒言行録 2: 1～21(新214)
1五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、 2突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。 3そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。 4すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。

5さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住んでいたが、 6この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまった。 7人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。 8どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。 9わたしたちの中には、パルティア、メディア、エラムからの者がおり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、 10フリギア、パンフィリア、エジプト、キレネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、 11ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」 12人々は皆驚き、とまどい、「いったい、これはどういうことなのか」と互いに言った。 13しかし、「あの人たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、あざける者もいた。

14すると、ペトロは十一人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた。「ユダヤの方々、またエルサレムに住むすべての人たち、知っていただきたいことがあります。わたしの言葉に耳を傾けてください。 15今は朝の九時ですから、この人たちは、あなたがたが考えているように、酒に酔っているのではありません。 16そうではなく、これこそ預言者ヨエルを通して言われていたことなのです。

17『神は言われる。

終わりの時に、

わたしの霊をすべての人に注ぐ。

すると、あなたたちの息子と娘は預言し、

若者は幻を見、老人は夢を見る。

18わたしの僕やはしためにも、

そのときには、わたしの霊を注ぐ。

すると、彼らは預言する。

19上では、天に不思議な業を、

下では、地に徴を示そう。

血と火と立ちこめる煙が、それだ。

20主の偉大な輝かしい日が来る前に、

太陽は暗くなり、

月は血のように赤くなる。

21主の名を呼び求める者は皆、救われる。』
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　1コリント 12:3b～13(新315)
12:3b神の霊によって語る人は、だれも「イエスは神から見捨てられよ」とは言わないし、また、聖霊によらなければ、だれも「イエスは主である」とは言えないのです。

4賜物にはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ霊です。 5務めにはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ主です。 6働きにはいろいろありますが、すべての場合にすべてのことをなさるのは同じ神です。 7一人一人に“霊”の働きが現れるのは、全体の益となるためです。 8ある人には“霊”によって知恵の言葉、ある人には同じ“霊”によって知識の言葉が与えられ、 9ある人にはその同じ“霊”によって信仰、ある人にはこの唯一の“霊”によって病気をいやす力、 10ある人には奇跡を行う力、ある人には預言する力、ある人には霊を見分ける力、ある人には種々の異言を語る力、ある人には異言を解釈する力が与えられています。 11これらすべてのことは、同じ唯一の“霊”の働きであって、“霊”は望むままに、それを一人一人に分け与えてくださるのです。

一つの体、多くの部分

12体は一つでも、多くの部分から成り、体のすべての部分の数は多くても、体は一つであるように、キリストの場合も同様である。 13つまり、一つの霊によって、わたしたちは、ユダヤ人であろうとギリシア人であろうと、奴隷であろうと自由な身分の者であろうと、皆一つの体となるために洗礼を受け、皆一つの霊をのませてもらったのです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ヨハネ 20:19～23(新210)
19その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。 20そう言って、手とわき腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。 21イエスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。」 22そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。 23だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あなたがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ヨハネ20：22-23
そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。 だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あなたがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」
2026年5月24日　聖霊降臨（ペンテコステ）（赤）＊②
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 聖霊によって
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　民数記 11:24～30(旧232)
第2朗読　使徒言行録 2: 1～21(新214)
福 音 書　ヨハネ 7:37～39(新179)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌
116　聖なるみ霊よ
122　み霊よりくだり
439　みんな　みたまによって
参考
21-346　来たれ聖霊よ
21-452　神は私を救い出された
こどもさんびか(改訂版)94　ふしぎな風が
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 104　詩編104:24-34,35b(旧941)
主よ、み業はいかにおびただしいことか。あなたはすべてを知恵によって成し遂げられた。

　　地はお造りになったもので満ちている。

同じように、海も大きく豊かで、その中を動きまわる大小の生き物は数知れない。

　　船がそこを行き交い、お造りになったレビヤタンもそこに戯れる。

彼らはすべて、あなたに望みをおき、時に応じて食べ物をくださるのを待っている。

　　あなたがお与えになるものを彼らは集め、み手を開かれると彼らは良い物で満ち足りる。

み顔を隠されれば彼らは恐れ、息吹きを取り上げられると彼らは息絶え、元の塵に帰る。

　　あなたはご自分の息を送って彼らを創造し、地の表を新たにされる。

どうか、主の栄光がとこしえに続くように。

　　主がご自分の業を喜び祝われるように。

主が地を見渡されると地は震え、山は触れられると煙を上げる。

　　命ある限り、わたしは主に向かって歌い、長らえる限り、わたしの神にほめ歌をうたおう。

どうか、わたしの歌がみ心にかなうように。

  　わたしは主に向かって喜び祝おう。

わたしの魂よ、主をたたえよ。

　　主をたたえよ、ハレルヤ。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

祈り
神様。あなたはこの日、あなたを信じる者に聖霊を送って心を開いてくださいます。聖霊の光で導き、私たちが全てにおいて正しく判断し、あなたの平和の内にいつも喜ぶことができるようにしてださい。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。今、私たちは聖霊を求めます。あなたを信じ、あなたをほめ歌い、恵みに満ちたあなたのみこころを伝えるために、私たちに聖霊をお与え下さい。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　民数記 11:24～30(旧232)
24モーセは出て行って、主の言葉を民に告げた。彼は民の長老の中から七十人を集め、幕屋の周りに立たせた。 25主は雲のうちにあって降り、モーセに語られ、モーセに授けられている霊の一部を取って、七十人の長老にも授けられた。霊が彼らの上にとどまると、彼らは預言状態になったが、続くことはなかった。

26宿営に残っていた人が二人あった。一人はエルダド、もう一人はメダドといい、長老の中に加えられていたが、まだ幕屋には出かけていなかった。霊が彼らの上にもとどまり、彼らは宿営で預言状態になった。 27一人の若者がモーセのもとに走って行き、エルダドとメダドが宿営で預言状態になっていると告げた。 28若いころからモーセの従者であったヌンの子ヨシュアは、「わが主モーセよ、やめさせてください」と言った。 29モーセは彼に言った。「あなたはわたしのためを思ってねたむ心を起こしているのか。わたしは、主が霊を授けて、主の民すべてが預言者になればよいと切望しているのだ。」 30モーセはイスラエルの長老と共に宿営に引き揚げた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　使徒言行録 2: 1～21(新214)
1五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、 2突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。 3そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。 4すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。

5さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住んでいたが、 6この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまった。 7人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。 8どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。 9わたしたちの中には、パルティア、メディア、エラムからの者がおり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、 10フリギア、パンフィリア、エジプト、キレネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、 11ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」 12人々は皆驚き、とまどい、「いったい、これはどういうことなのか」と互いに言った。 13しかし、「あの人たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、あざける者もいた。

14すると、ペトロは十一人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた。「ユダヤの方々、またエルサレムに住むすべての人たち、知っていただきたいことがあります。わたしの言葉に耳を傾けてください。 15今は朝の九時ですから、この人たちは、あなたがたが考えているように、酒に酔っているのではありません。 16そうではなく、これこそ預言者ヨエルを通して言われていたことなのです。

17『神は言われる。

終わりの時に、

わたしの霊をすべての人に注ぐ。

すると、あなたたちの息子と娘は預言し、

若者は幻を見、老人は夢を見る。

18わたしの僕やはしためにも、

そのときには、わたしの霊を注ぐ。

すると、彼らは預言する。

19上では、天に不思議な業を、

下では、地に徴を示そう。

血と火と立ちこめる煙が、それだ。

20主の偉大な輝かしい日が来る前に、

太陽は暗くなり、

月は血のように赤くなる。

21主の名を呼び求める者は皆、救われる。』
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ヨハネ 7:37～39(新179)
37祭りが最も盛大に祝われる終わりの日に、イエスは立ち上がって大声で言われた。「渇いている人はだれでも、わたしのところに来て飲みなさい。 38わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その人の内から生きた水が川となって流れ出るようになる。」 39イエスは、御自分を信じる人々が受けようとしている“霊”について言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、“霊”がまだ降っていなかったからである。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. ヨハネ7：37-38
祭りが最も盛大に祝われる終わりの日に、イエスは立ち上がって大声で言われた。「渇いている人はだれでも、わたしのところに来て飲みなさい。わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その人の内から生きた水が川となって流れ出るようになる。」
2026年5月31日　三位一体（聖霊降臨後第１主日）（白／金）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

主題 : 三位一体　永遠の神
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　創世記 1: 1～2:4a (旧1)
第2朗読　2コリント 13:11～13 (新341)
福 音 書　マタイ 28:16～20 (新60)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

讃美歌
279　みことばもて
127　さかえに輝く
289　すべてのひとに
参考
21-61　われらは信ず
21-351　聖なる聖なる
21-564　イェスは委ねられる
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 8　詩編8:2～10
主よ、わたしたちの主よ。あなたのみ名はいかに力強く、

    全地に満ちていることでしょう。

天に輝くあなたの威光をたたえます。

    幼な子、乳飲み子の口によって。

あなたは刃向かう者に向かって砦を築き、

    報復する敵を絶ち滅ぼします

あなたの天を、あなたの指の業をわたしは仰ぎます。

    月も、星もすべて、あなたが配置なさったもの。

そのあなたがみ心に留めてくださるとは、人間は何ものなのでしょう。

    人の子は何ものなのでしょう、あなたが顧みてくださるとは。

神に僅かに劣るものとして人を造り、

    なお、栄光と威光を冠としていただかせ、

み手によって造られたものをすべて治めるように、その足もとに置かれました。

    羊も牛も、野の獣も、空の鳥、海の魚、海路を渡るものすべてを。

主よ、わたしたちの主よ。あなたのみ名は、いかに力強く、

    全地に満ちていることでしょう。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

祈り
（以下のいずれかより）

①全能の創造者、生きておられる神様。唯一にして三つであるあなたの栄光をあがめ、三つであり唯一のあなたの大いなる御力をたたえます。この信仰に堅く立ち、逆境の中で守り、ついには、御前にあって永遠の喜びと愛のうちに住まわせてください。いまも、そして永遠にいます、父、御子、聖霊の唯一の神に祈ります。アーメン

②天地の主である神様。宇宙が創られる前、時の始まる前から、あなたは三位一体の神として、創造の主、永遠の救いの御言葉、命を与える知恵の霊です。あなたの霊によって真理をことごとく悟り、キリストが啓示したすべてを宣べ伝え、栄光の喜びに共に与ることができますように。栄光と賛美が父と子と聖霊であるあなたに今も後も永遠にありますように。アーメン
追加

神様。私たちを導くために、あなたは真理の霊を送ってくださいます。隣人に、希望へ導く福音を届けるために、私たちに力と知恵をお与えください。あなたと聖霊と共に、ただ独りの神、救い主、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　創世記 1: 1～2:4a (旧1)
1: 1初めに、神は天地を創造された。 2地は混沌であって、闇が深淵の面にあり、神の霊が水の面を動いていた。 3神は言われた。

「光あれ。」

こうして、光があった。 4神は光を見て、良しとされた。神は光と闇を分け、 5光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第一の日である。

6神は言われた。

「水の中に大空あれ。水と水を分けよ。」

7神は大空を造り、大空の下と大空の上に水を分けさせられた。そのようになった。 8神は大空を天と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第二の日である。

9神は言われた。

「天の下の水は一つ所に集まれ。乾いた所が現れよ。」

そのようになった。 10神は乾いた所を地と呼び、水の集まった所を海と呼ばれた。神はこれを見て、良しとされた。 11神は言われた。

「地は草を芽生えさせよ。種を持つ草と、それぞれの種を持つ実をつける果樹を、地に芽生えさせよ。」

そのようになった。 12地は草を芽生えさせ、それぞれの種を持つ草と、それぞれの種を持つ実をつける木を芽生えさせた。神はこれを見て、良しとされた。 13夕べがあり、朝があった。第三の日である。

14神は言われた。

「天の大空に光る物があって、昼と夜を分け、季節のしるし、日や年のしるしとなれ。 15天の大空に光る物があって、地を照らせ。」

そのようになった。 16神は二つの大きな光る物と星を造り、大きな方に昼を治めさせ、小さな方に夜を治めさせられた。 17神はそれらを天の大空に置いて、地を照らさせ、 18昼と夜を治めさせ、光と闇を分けさせられた。神はこれを見て、良しとされた。 19夕べがあり、朝があった。第四の日である。

20神は言われた。

「生き物が水の中に群がれ。鳥は地の上、天の大空の面を飛べ。」

21神は水に群がるもの、すなわち大きな怪物、うごめく生き物をそれぞれに、また、翼ある鳥をそれぞれに創造された。神はこれを見て、良しとされた。 22神はそれらのものを祝福して言われた。

「産めよ、増えよ、海の水に満ちよ。鳥は地の上に増えよ。」

23夕べがあり、朝があった。第五の日である。

24神は言われた。「地は、それぞれの生き物を産み出せ。家畜、這うもの、地の獣をそれぞれに産み出せ。」

そのようになった。 25神はそれぞれの地の獣、それぞれの家畜、それぞれの土を這うものを造られた。神はこれを見て、良しとされた。 26神は言われた。

「我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろう。そして海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、地を這うものすべてを支配させよう。」

27神は御自分にかたどって人を創造された。

神にかたどって創造された。

男と女に創造された。

28神は彼らを祝福して言われた。

「産めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ。海の魚、空の鳥、地の上を這う生き物をすべて支配せよ。」

29神は言われた。

「見よ、全地に生える、種を持つ草と種を持つ実をつける木を、すべてあなたたちに与えよう。それがあなたたちの食べ物となる。 30地の獣、空の鳥、地を這うものなど、すべて命あるものにはあらゆる青草を食べさせよう。」

そのようになった。 31神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めて良かった。夕べがあり、朝があった。第六の日である。
2: 1天地万物は完成された。 2第七の日に、神は御自分の仕事を完成され、第七の日に、神は御自分の仕事を離れ、安息なさった。 3この日に神はすべての創造の仕事を離れ、安息なさったので、第七の日を神は祝福し、聖別された。

4これが天地創造の由来である。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　2コリント 13:11～13 (新341)
13:11終わりに、兄弟たち、喜びなさい。完全な者になりなさい。励まし合いなさい。思いを一つにしなさい。平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和の神があなたがたと共にいてくださいます。 12聖なる口づけによって互いに挨拶を交わしなさい。すべての聖なる者があなたがたによろしくとのことです。

13主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがた一同と共にあるように。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　マタイ 28:16～20 (新60)
28:16さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行き、イエスが指示しておかれた山に登った。 17そして、イエスに会い、ひれ伏した。しかし、疑う者もいた。 18イエスは、近寄って来て言われた。「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。 19だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、 20あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

K.V. マタイ28：19-20
だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、 あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」
5月1日　使徒フィリポと使徒ヤコブ（赤）
イザヤ 30:18-21・2コリント 4:1-6・ヨハネ 14:8-14

詩編 44:2-4&21-27

神よ、我らはこの耳で聞いています。先祖が我らに語り伝えたことを。
　　先祖の時代、いにしえの日にあなたが成し遂げられた御業を。

我らの先祖を植え付けるために、御手をもって国々の領土を取り上げ、
　　その枝が伸びるために、国々の民を災いに落としたのはあなたでした。

先祖が自分の剣によって領土を取ったのでも、自分の腕の力によって勝利を得たのでもなく、
　　あなたの右の御手、あなたの御腕、あなたの御顔の光によるものでした。これがあなたのお望みでした。

我らが、我らの神の御名を忘れ去り、異教の神に向かって、手を広げるようなことがあれば、
　　神はなお、それを探り出されます。心に隠していることを神は必ず知られます。

我らはあなたゆえに、絶えることなく、殺される者となり、屠るための羊と見なされています。主よ、奮い立ってください。

　　なぜ、眠っておられるのですか。永久に我らを突き放しておくことなく、目覚めてください。

なぜ、御顔を隠しておられるのですか。

　　我らが貧しく、虐げられていることを忘れてしまわれたのですか。

我らの魂は塵に伏し、腹は地に着いたままです。立ち上がって、我らをお助けください。

　　我らを贖い、あなたの慈しみを表してください。
祈り
全能の神様。使徒フィリポとヤコブはあなたの恵みと力を受けて、御子を証しました。信仰の勝利を思い起こし、生と死を通じて私たちが主イエス・キリストの御名を高めることができるようにしてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。フィリポとヤコブは使徒として選ばれ、みわざのためにそれぞれの賜物が用いられました。私たちはここにいます。主よ、私たちをお用いください。（あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、）主イエス・キリストによって祈ります。アーメン

5月14日　使徒マティア（赤）
イザヤ 66:1-2・使徒 1:15-26・ルカ 6:12-16
詩 56
神よ、わたしを憐れんでください。わたしは人に踏みにじられています。戦いを挑む者が絶えることなくわたしを虐げ、陥れようとする者が絶えることなくわたしを踏みにじります。

　　高くいます方よ／多くの者がわたしに戦いを挑みます。

恐れをいだくとき、わたしはあなたに依り頼みます。

　　神の御言葉を賛美します。

神に依り頼めば恐れはありません。

　　肉にすぎない者がわたしに何をなしえましょう。

わたしの言葉はいつも苦痛となります。

　　人々はわたしに対して災いを謀り、待ち構えて争いを起こし、命を奪おうとして後をうかがいます。

彼らの逃れ場は偶像にすぎません。

　　神よ、怒りを発し、諸国の民を屈服させてください。

あなたはわたしの嘆きを数えられたはずです。あなたの記録に、それが載っているではありませんか。

　　あなたの革袋にわたしの涙を蓄えてください。

神を呼べば、敵は必ず退き、神はわたしの味方だとわたしは悟るでしょう。

　　神の御言葉を賛美します。主の御言葉を賛美します。

神に依り頼めば恐れはありません。人間がわたしに何をなしえましょう。

　　神よ、あなたに誓ったとおり、感謝の献げ物をささげます。

あなたは死からわたしの魂を救い、突き落とされようとしたわたしの足を救い、
　　命の光の中に、神の御前を歩かせてくださいます。

祈り
全能の神様。あなたは忠実な僕マティアを選び、十二弟子のひとりに数えました。あなたの教会にふさわしい適切な牧者の教えによって、いつも私たちを導いてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

全能の神様。あなたは時にかなって人を選び、遣わしてくださいます。あの日、新たな十二弟子の一人として、マティアが選ばれたように、すべての群れに、ふさわしい牧者と教えを遣わし、私たちを導いてください。（あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、）御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
5月31日　マリアのエリサベト訪問（白／青）
サムエル上 2:1-10・ローマ 12:9-16b・ルカ 1:39-57

詩 113
ハレルヤ。主の僕らよ、主を讃美せよ。

　　主のみ名を讃美せよ。

主のみ名がたたえられるように、

　　今よりとこしえに。

日の昇るところから日の沈むところまで、

　　主のみ名が讃美されるように。

主はすべての国を超えて高くいまし、

　　主の栄光は天を超えて輝く。

わたしたちの神、主に並ぶものがあろうか。

　　主はみ座を高く置き、なお、低く下って天と地をご覧になる。

主は、弱い者を塵の中から起こし、乏しい者を芥の中から高く上げ、

　　自由な人々の列に、民の自由な人々の列に返してくださる。

子のない女を家に返し、

　　子を持つ母の喜びを与えてくださる。ハレルヤ。
祈り

全能の神様。エリサベトはあなたの恵みを受けて、マリアを主の母として喜び迎えました。マリアのように卑しい（又は小さな）僕（しもべ）の私たちに目を留めてくださり、私たちがあなたの聖なる御名を喜びたたえ、マリアの子を救い主として崇めることができますように。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
追加

神様。主を胎（たい）に宿したマリアは、エリサベトのもとへ向かいました。私たちのもとに来てくださる主をおぼえ、主を信じる民が、その喜びによってひとつとなり、世においでになった御子を宣べ伝えることができるよう、励ましてください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。アーメン
